
岩沼市 下⽔道ストックマネジメント計画（マンホールポンプ場編） 概要版
1. ストックマネジメントの⽬的

2. 岩沼市のマンホールポンプ場施設の状況

・多くのマンホールポンプ場が標準耐⽤年数を超過している状況です（図1）。

図1 マンホールポンプ場ごとの経過年数

表1 マンホールポンプ場における設備のリスク評価結果

3. リスク評価
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図2 リスクマトリクス

下⽔道施設を財源等の制約のもと適切に管理していくためには、短期的（5 年程度）な部分最適

順位をつけながら施設の改築を進めることで、事業費（年価）の更なる削減を図ることが重要です。
そこで、本業務では、岩沼市が管理するマンホールポンプ場施設について、リスク評価を踏まえ、

とを⽬的としています。

・本計画で対象とするリスクは設備の劣化に起因する事故・故障としています。
・被害規模(影響度)は、故障や劣化により、各設備に機能低下・停⽌等の不具合が発⽣した場合の影

響を表します。
・発⽣確率（不具合の起こりやすさ）はどのくらいの確率で不具合が発⽣するかを表します。
・リスクの⼤きさは、発⽣確率(不具合の起こりやすさ)のランクと、被害規模(影響度)のランクから

リスクマトリクス⽅式で表しました（図2）。
・マンホールポンプ場に対してリスク評価を⾏いました（表1）。

⾚いラインを上回っている施設が
標準耐⽤年数を超過した施設
基準年：2021年

リスク評価の⽅法
・被害規模（影響度）の検討

機能⾯・能⼒⾯・コスト⾯から総合的に評価を⾏う。

機能⾯ →幹線や圧送管等、不具合が⽣じた際の
リスクが⼤きいほど、影響度が⾼い。

能⼒⾯ →全体の処理能⼒に対する1系統の処理能⼒
が占める割合が⼤きいほど、影響度が⾼い。
（各マンホールに予備機があるため、⼀律）

コスト⾯→不具合が⽣じた際の⼯事費が⼤きいほど、
影響度が⾼い。

・発⽣確率（不具合の起こりやすさ）の検討
耐⽤年数の超過率によって評価を⾏う。
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4. 施設管理の⽬標設定
・リスク評価の結果を踏まえ、施設管理の⽬標設定を⾏いました。
・⽬標設定は、マンホールポンプ場施設に対するアウトカムとアウトプットとして⾏いました（表2）。

アウトカム（施設の点検・調査及び修繕改築に関する事業効果の⽬標）
⇒リスク値「5」「4」を改修し新たに発⽣させない/⽬標耐⽤年数を標準耐⽤年数の1.1倍

アウトプット（事業量の⽬標）
⇒マンホールポンプ場施設の改築費 約16,000千円/年、定期的な調査の実施

表2 施設管理の⽬標

7.修繕改築計画

表5 マンホールポンプ場設備修繕改築計画

・マンホールポンプ場施設の修繕改築計画を表5のとおり策定しました。

6.点検調査計画

・調査とは「健全度の評価や予測のため⽬視・聴覚等や測定装置により定量的に劣化の実態
や動向を明確にする活動（ポンプ施設の分解調査等）」と定義されます。

・マンホールポンプ場施設の点検調査⽅法を表4のとおり定めました。
表4 ポンプ場施設の点検・調査⽅法

5. 
マンホールポンプ場施設の管理⽅法を表3のとおり設定しました。

表3 マンホールポンプ場施設の管理⽅法

・今後の50年間を対象として、マンホールポンプ施設の 期的な改築事業のシナリオについて検討し
ました。

・改築のシナリオは、「費⽤」、「リスク」等を総合的に勘案し、複数のシナリオを設定し、
⽐較検討しました。

・「50年間の総事業費、直近10年の合計事業費、事業開始年度（令和６年）の必要額が最も少ない」
「⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化するシナリオ」が最も最適なシナリオ（図4）と判断しま
した。

・「標準耐⽤年数で改築するシナリオ（図5）」と「⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化させるシ
ナリオ（図4）」の事業費を⽐較しますと、総事業費で約608百万円（年間約12百万円：50年平均）
の費⽤削減が可能と試算されました。

図4 ⽬標耐⽤年数で改築し、予算を平準化させるシナリオ 図5 標準耐⽤年数で改築するシナリオ


